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現在の治療薬
１．非ステロイド性抗炎症薬：痛み止め
ロキソニン、ボルタレン、セレコックスなど

４．胃薬、骨粗鬆症（こつそしょうしょう）の薬など

３．抗リウマチ薬（広義）：免疫異常を修正・経過を改善
（１）抗リウマチ薬（狭義）（非生物学的製剤）
メトトレキサート（リウマトレックス、メトレートなど）、
リマチル、アザルフィジン、プログラフなど

（２）生物学的製剤
エンブレル、レミケード、ヒュミラ、アクテムラ

２．ステロイド薬：プレドニン、リンデロンなど
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抗リウマチ薬
日本リウマチ学会が強く勧めている薬

５．レミケード

６．エンブレル

７．アクテムラ

８．ヒュミラ

１．メトトレキサート （リウマトレックス、メトレートなど）

２．サラゾスルファピリジン （アザルフィジンなど）

３．ブシラミン （リマチルなど）

４．プログラフ

生物学的

製剤

外来受診して、
採血・レントゲン・検尿など検査を受ける
（３～４日間、家で様子をみない！！）

副作用対策：どの薬でも大事

１．定期受診、定期検査を欠かさない

２．体調不良時、早く受診

発熱、ひどい咳、息苦しさ、腹痛など


